
Cisco UCS C3260 高密度ストレージラック
サーバの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバについて, 1 ページ

• Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバアーキテクチャの概要, 2 ページ

• Cisco UCS C3260の高密度ストレージラックサーバでCisco IMCスーパバイザ, 3 ページ

• ラックアカウントの追加, 4 ページ

• Cisco UCS C3260ラックサーバの管理, 4 ページ

• ポリシーとプロファイル, 6 ページ

• ファームウェアのアップグレード, 7 ページ

• Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの詳細情報の表示, 8 ページ

Cisco UCS C3260 高密度ストレージラックサーバについて
Cisco UCS C3260は、デュアルサーバノードをサポートする高密度ストレージラックサーバで
す。また、ビッグデータ、クラウド、オブジェクトストレージ、コンテンツデリバリなどの環境

で使用される大規模データセット用に1つのサーバを最適化することもできます。CiscoUCSC3260
は、Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバ製品ファミリに属しています。

CiscoUCSC3260高密度ストレージラックサーバは、スタンドアロン環境で、Cisco IMCSupervisor
と統合されたCiscoUnifiedComputingSystemの一部として動作するように設計されています。Cisco
UCS C3260高密度ストレージラックサーバには、次の特長があります。

•冗長ディスクアレイ（RAID）および Just a Bunch Of Disks（JBOD）の全機能とのエンタープ
ライズクラスの冗長性

•スタンドアロンの管理インターフェイス（Cisco Integrated Management Controller）

•サーバノードの交換やアップグレード時にデータ移行が不要
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•奥行きが深いラックが不要

CiscoUCSC3260高密度ストレージラックサーバの詳細については、CiscoUCSC3260ラックサー
バ（Cisco UCS C3260 Rack Server）を参照してください。

Cisco UCS C3260 高密度ストレージラックサーバアーキ
テクチャの概要

アーキテクチャの概要

Cisco UCS C3260はシスコのブレードテクノロジーに関する専門知識を生かしたモジュラサーバ
アーキテクチャを採用しており、別のシステムにデータを移行することなく、システム内のコン

ピューティングノードやネットワークノードをアップグレードできます。次の機能を備えていま

す。

•デュアルサーバノード

•サーバノードあたり最大 24のコンピューティングコア

•サーバノードあたり最大 60台の混合ドライブ（Large Form Factor（LFF）と最大 14台のソ
リッドステートディスク（SSD）ドライブ、および 2台の SSD SATAブートドライブ）

•サーバノードあたり最大 512 GBのメモリ（合計 1テラバイト [TB]）

• 12 Gbpsの Serial Attached SCSI（SAS）ドライブのサポート

•デュアルポート 40 Gbpsをサポートする、Cisco VIC 1300シリーズのチップを内蔵したシス
テム I/Oコントローラ

•ツール不要なサーバノード、システム I/Oコントローラ、使いやすいラッチ構造、ホットス
ワップおよびホットプラグ可能なコンポーネントで実現する高い信頼性、可用性、有用性

（RAS）の機能
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このシステムは、シャーシ管理コントローラ（CMC）を使用してサーバノードを管理します。各
システム I/Oコントローラ（SIOC）モジュールには、内蔵型CMCが組み込まれています。2つの
SIOCを使用する場合、2つの CMCがアクティブ/スタンバイ構成で機能します。Cisco IMCイン
ターフェイスでログインしている SIOC内の CMCがアクティブ CMCになります。アクティブ
CMCを使用して、両方のサーバノードの BMCを管理できます。

Cisco IMCインターフェイスを使用してサーバノードのBMCを管理するためにシステムに接続す
る場合、SIOC上の管理ポート（RJ-45）に物理的に接続することになります。Cisco IMCインター
フェイスにログインするときは、その SIOC内の CMCに割り当てられている仮想的な管理 IPア
ドレスを使用します。

すべてのユーザインターフェイスは、アクティブ CMCでのみ動作します。構成の変更は、アク
ティブ CMCとスタンバイ CMCの間で自動的に同期されます。

システムの電源を再投入すると、デフォルトでSIOC1内のCMCがアクティブCMCになります。
次のいずれかの条件が発生すると、アクティブCMCはスタンバイCMCにフェールオーバーしま
す。

•アクティブ CMCのリブートまたは障害が発生した場合。

•アクティブ CMCを持つ SIOCが取り外された場合。

•アクティブ CMCでネットワーク接続が失われた場合。

C3260ラックサーバの設定については、Cisco UCS C3260ラックサーバの仕様シート（Cisco UCS
C3260 Rack Server Specification Sheet）を参照してください。

Cisco UCS C3260の高密度ストレージラックサーバでCisco
IMCスーパバイザ

Cisco IMCのスーパーバイザマネージド高密度ストレージラックサーバはCシリーズラックサー
バとともになるすべての機能をサポートします。また、これらの機能に追加のレポートを提供し、

概念は、次の項で詳細述べられます。

•概要—Cisco IMCのスーパーバイザを通じてマネージド、Cisco UCS C3260のアーキテクチャ
に関する詳細情報、および接続を提供します。

•ラックアカウントの追加—説明し、CiscoUCS3260シャーシラックアカウントの追加につい
ての詳細情報が表示されます。

•シャーシの管理—説明し、高密度ストレージラックシャーシの構文に関する詳細情報が表
示されます。

•ポリシーとプロファイル—説明し、Cisco UCSの詳細情報が3260シャーシポリシーと関連プ
ロファイル提供します。

•ファームウェアアップグレード—Cisco UCS C3260のシャーシファームウェアのパッケージ
と、ファームウェアが手動で更新できるエンドポイントに関する詳細情報が表示されます。
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•表示のCiscoUCSC3260ラックサーバの詳細—PSUs、VICアダプタ、シャーシの概要とSAS展
開などの詳細を表示します。

ラックアカウントの追加
ラックアカウントを追加するために、[Server IP]フィールドに仮想的な管理 IPを指定することが
できます。ラックアカウントの詳細については、ラックアカウントの追加を参照してください。

Cisco UCS C3260ラックサーバによって管理されているサーバは、インベントリ収集後に [Rack
Servers]タブで確認できます。

CMC 1または CMC 2 IPアドレスを追加すると、エラーが発生します。（注）

Cisco UCS C3260 ラックサーバの管理

シャーシ管理コントローラの再起動

手順

ステップ 1 メニューバーで、[Systems] > [Inventory and Fault Status]を選択します。
ステップ 2 右側のペインで、[Chassis]タブを選択します。
ステップ 3 [Reboot CMC]をクリックします。
ステップ 4 [Reboot Chassis Management Controller]ダイアログボックスで、[CMC1]または [CMC2]を選択しま

す。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。
ステップ 6 [Submit Result]ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。

選択したシャーシが再起動します。

Cisco UCS C3260 ラックサーバの前面ロケータ LED の設定
サーバロケータLEDを使用すると、データセンター内の多数のサーバ間で特定のサーバを識別で
きます。選択したシャーシの前面ロケータLEDを点灯または消灯するには、次の手順を実行しま
す。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[Systems] > [Inventory and Fault Status]を選択します。
ステップ 2 右側のペインで、[Chassis]タブを選択します。
ステップ 3 [Front Locator LED]をクリックします。
ステップ 4 [Turn the Front Locator LED for selected chassis on/off]ドロップダウンリストから、[ON]または [OFF]

を選択します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。
ステップ 6 [Submit Result]ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。

Cisco UCS C3260 ラックサーバのタグの管理
タギングは、リソースグループ、Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバ、またはラッ
クマウントサーバなどのオブジェクトにラベルを割り当てるために使用されます。タグは、ラッ

クの位置、担当サポートグループ、目的、またはオペレーティングシステムなどの情報を提供す

るために使用できます。Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバまたはラックマウント
サーバのタグの追加または変更の詳細については、ラックマウントサーバのタグの管理を参照し

てください。

はじめる前に

サーバはすでに、ラックアカウントとしてラックグループに追加されています。

Cisco UCS C3260 ラックサーバのタグの追加
タギングは、リソースグループまたはラックサーバなどのオブジェクトにラベルを割り当てるた

めに使用されます。タグは、ラックの位置、担当サポートグループ、目的、またはオペレーティ

ングシステムなどの情報を提供するために使用できます。Cisco UCS C3260ラックサーバにタグ
を追加するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

サーバはすでに、ラックアカウントとしてラックグループに追加されています。

複数のラックサーバを選択することもできます。（注）
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[Systems] > [Inventory and Fault Status]を選択します。
ステップ 2 右側のペインで、[Chassis]タブを選択します。
ステップ 3 [Add Tags]をクリックします。

リストからサーバを選択するまでは、[Add Tags]ボタンは表示されませ
ん。

（注）

ステップ 4 ドロップダウンリストから [Tag Name]を選択します。
ステップ 5 ドロップダウンリストから [Tag Value]を選択します。
ステップ 6 [+]アイコンをクリックして、新しいタグを作成します。タグの作成については、CiscoUCSC3260

ラックサーバのタグの管理, （5ページ）を参照してください。
また、タグの詳細を編集、削除、表示することもできま

す。

（注）

ポリシーとプロファイル
Cisco IMC Supervisorには、シャーシ情報を追加できる Cisco UCS C3260シャーシのポリシーとプ
ロファイルを作成するための新しい [Cisco UCS C3260]オプションとがあります。

本書では、これらの新しいシャーシポリシーはユーザ管理ポリシーと呼び、既存のラックマウン

トサーバポリシーはコンピューティングノードポリシーと呼びます。差別化されたユーザ管理

ポリシーとコンピューティングノードポリシーの一覧は、[Hardware Policies]テーブルで確認で
きます。ユーザ管理ポリシーのサーバプラットフォームは [Cisco UCS C3260]、コンピューティ
ングノードポリシーは [All C-Series and E-Series except Cisco UCS C3260]と表示されます。

ポリシーとプロファイルのレポートに [Server Platform]という新しい列が追加されており、ポリ
シーがCiscoUCSC3260のものかどうかが示されます。シャーシポリシーは、ユーザ管理ポリシー
やコンピューティングノードポリシーに関係なく [Cisco UCS C3260]と表示されます。他の Cシ
リーズや Eシリーズのプラットフォームまたは Cisco UCS C3260以外のポリシーの場合、[All
C-Series and E-Series except Cisco UCS C3260]と表示されます。

Cisco UCS C3260シャーシプロファイルまたはラックマウントサーバプロファイルを作成できま
す。コンピューティングノードポリシーを選択すると、ポリシーを適用するサーバノードを選

択できます。

ポリシーの適用

作成したポリシーを適用するには、Cisco UCS 3260ラックサーバとラックマウントサーバのリス
トから選択します。選択したサーバプラットフォームに基づき、Cisco UCS C3260シャーシまた
はラックマウントサーバを選択できます。ポリシーの作成および適用の詳細については、ハード

ウェアポリシーを参照してください。

次のポリシーは、ユーザ管理ポリシーとコンピューティングノードポリシーです。
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コンピューティングノードポリシーユーザ管理ポリシー

BIOSユーザ

Precision Boot OrderSNMP

RAIDLDAP

KVMNTP

vmediaネットワークセキュリティ

VICSSH

Serial Over LANNTP

（注） • CiscoUCS3260ラックサーバの場合、IPMIOverLANおよびネットワークポリシーには、
BMCと CMCの両方の構成の詳細が混在しています。

•ゾーン分割ポリシーは、CiscoUCS3260ラックサーバにのみ適用可能なため、UIの [Cisco
UCS C3260]チェックボックスはオンになっています。

•レガシーブート順序および Flex Flashのポリシーは、Cisco UCS 3260ラックサーバには
適用できません。

プロファイルの適用

作成した Cisco UCS C3260プロファイルを適用するには、Cisco UCS 3260ラックサーバのリスト
から選択します。Cisco UCS C3260シャーシのみ選択でき、Cisco UCS C3260ポリシーのみプロ
ファイルに追加できます。コンピューティングノードポリシーの場合は、[ApplyPolicyTo]フィー
ルドを選択して、プロファイル適用時にポリシーを適用する必要があるサーバノードを示すこと

ができます。プロファイルの作成および適用の詳細については、ハードウェアプロファイルを参

照してください。

ファームウェアのアップグレード
Cisco IMCSupervisorファームウェアのアップグレードはサーバレベルで実行できます。ただし、
サーバのアップグレード時に、そのサーバに関連付けられているシャーシコンポーネントおよび

ハードディスクドライブコンポーネントもアップグレードされます。サーバをアップグレード

する場合、シャーシとディスクドライブのファームウェアが自動的に更新されます。ファーム

ウェアのアップグレードの詳細については、ファームウェアのアップグレードを参照してくださ

い。
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一度に 1つのサーバノードのみアップグレードできます。（注）

Cisco UCS C3260 高密度ストレージラックサーバの詳細情
報の表示

CiscoUCSC3260高密度ストレージラックサーバの詳細（PSU、VICAdapters、Chassis Summary、
SAS Expanderなど）を表示する場合は、次の手順を実行します。

はじめる前に

サーバがラックアカウントとしてラックグループに追加されていることを確認します。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[Systems] > [Inventory and Fault Status]を選択します。
ステップ 2 左側のペインで、[Rack Groups]を展開し、Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバを含

むラックグループを選択します。

ステップ 3 右側のペインで、[Chassis]タブを選択します。
ステップ 4 リストにある Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバをダブルクリックして詳細を表示

するか、リストにある Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバをクリックして [View
Details]を選択します。

リストから Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバを選択するまでは、[View
Details]オプションは表示されません。

（注）

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの次の詳細を表示できます。

説明タブ

サーバで使用されている電源装置の詳細。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

[PSUs]

サーバで使用されている VICアダプタの詳細。

リストにある任意の VICアダプタを選択して [View Details]をクリックす
ると、[External Ethernet Interfaces]や [VM FEXs]などの情報が表示されま
す。

[VIC Adapters]

HTTP、HTTPS、SSH、IPMI Over LAN、NTP、SNMPなどのプロトコルの
情報。

[Communication]

vKVM、Serial over LAN、vMediaの詳細。[Remote Presence]
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説明タブ

サーバで記録された障害の詳細。[Faults]

ユーザの詳細。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

[Users]

サーバの Cisco IMCログの詳細。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

[Cisco IMC Log]

サーバログの詳細。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

System Event Log

サーバで発生した障害の履歴情報。[Fault History]

ファイル名、宛先タイプ、アップロードのステータスなどのテクニカルサ

ポートログファイルに関する詳細は、[Tech Support]テーブルに表示され
ます。

リモートサーバまたはローカルの Cisco IMC Supervisorアプライアンスに
テクニカルサポートログファイルをエクスポートするオプションがあり

ます。エクスポートの詳細については、リモートサーバへのテクニカルサ

ポートデータのエクスポートを参照してください。

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバの場合は該当
しません。

（注）

[Tech Support]

ハードウェアプロファイルに関連付けられているポリシーの詳細。[Associated Hardware
Profiles]

CMC 1ネットワーク、共通、NICなどのプロパティの要約。[Chassis Summary]

ホスト名、IPアドレス、接続ステータスなどのラックサーバの詳細。[Rack Servers]

IPアドレス、MACアドレス、ファームウェアバージョンなどの詳細。[System IO
Controller]

ID、SAS名、ファームウェアバージョンなどの詳細。[SAS Expander]

状態、プレゼンス、所有権、サイズなどの詳細。[Zoning]

ステップ 5 右端の [Back]ボタンをクリックして前のウィンドウに戻ります。
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Cisco UCS C3260 高密度ストレージラックサーバの詳細情報の表示
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